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補
正
後
予
算
額

　

２
６
億
２
８
６
５
万
８
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

２
５
２
万
３
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

３
２
４
２
万
３
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
𦙾
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　
　
　

８
７
万
５
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

２
４
４
５
万
４
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

２
３
３
万
７
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額１

億
６
０
３
万
７
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

２
１
１
万
８
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
４
５
５
１
万
８
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　

２
７
２
０
万
２
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

７
億
９
８
３
０
万
２
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、
予
算

額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

報
告
案
件

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
さ
れ
ま
し

た
。条

例
案
件

○
揖
斐
川
町
特
定
教
育･

保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
揖
斐
川
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も･

子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
連
携
施
設
の
確
保
に
係
る
適
用
除
外
要

件
を
追
加
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

　

補
正
額

　
　
　

２
億
５
９
９
０
万
６
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　

１
５
９
億
９
９
５
８
万
１
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　
　
　
　
　

２
９
０
４
万
円
増
額

令和２年第５回揖斐川町議会定例会が、９月１日から８日までの８日間の会期で開催されました。
１日の定例会初日の本会議では、町長から２件の報告と43議案の提案説明がされ、天羽茂喜監査委員から
令和元年度各会計決算等に係る監査報告が行われました。このうち８議案が可決・同意され、他の議案の審
査は委員会に付託されました。また、議員から発議された意見書の提出案２件も可決され、それぞれの意見
書を国の関係機関に提出することが決定されました。
２日には、令和元年度23会計の決算認定について、決算特別委員会で審査されました。　
３日には総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行われました。
７日の本会議２日目には、４名の議員が一般質問を行いました。
８日の定例会最終日は、付託された議案の審査結果が各委員長から本会議に報告され、採決の結果すべて
の議案が原案のとおり可決されました。なお、６月定例会で継続審査とされた請願は、不採択と決定されま
した。
本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

第 5 回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り
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補
正
額　

１
１
２
８
万
４
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
３
０
１
８
万
４
０
０
０
円

決
算
案
件

○
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
21
特
別
会
計

と
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

　

合
わ
せ
て
23
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

人
事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員

　

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

河
瀬　

九
十
九
さ
ん（
北
方
）

　

関
野　

政
子
さ
ん（
房
島
）

○
大
和
財
産
区
管
理
委
員

　

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

下
里　

修
二
さ
ん

　

宗
宮　

正
行
さ
ん

　

小
森　
　

孝
さ
ん

　

富
田　
　

智
さ
ん

　

武
藤　

光
男
さ
ん

　

成
瀬　

政
憲
さ
ん

　

林　
　

立
夫
さ
ん

そ
の
他
の
案
件

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
井
ノ
口
橋
耐
震

補
強（
Ｐ
８
基
礎
）
工
事

　

契
約
金
額	

４
億
９
２
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

西
濃
建
設
株
式
会
社

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更

作
業
路
ホ
ハ
レ
線
開
設
工
事

変
更
前
の
契
約
金
額

　
　
　
　

２
億
１
４
５
０
万
円

変
更
後
の
契
約
金
額　

１
億
２
１
１
１
万
８
８
０
０
円

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

北
方
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業

契
約
金
額　
　

２
１
５
５
万
２
３
０
０
円

契
約
の
相
手
方　
　
　
　

寺
井
サ
ー
ビ
ス

避
難
所
感
染
症
対
策
用
備
品
購
入
事
業

契
約
金
額　
　
　
　
　
　

２
０
３
５
万
円

契
約
の
相
手
方

中
央
電
気
工
事
株
式
会
社
岐
阜
営
業
所

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
電
子
体
温
計

購
入
事
業

契
約
金
額　
　

２
０
４
９
万
３
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方　

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社
大
垣
支
店

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

　

新
規
事
業
の
追
加
等
に
よ
り
計
画
の
一
部

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

請
願

○
個
別
排
水
処
理
施
設
の
譲
渡
を
行
お
う
と

す
る
者
に
求
め
て
い
る
違
法
な
分
担
金
の

徴
収
に
つ
い
て
是
正
を
求
め
る
請
願

　

不
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
地
方
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
を
確

保
・
充
実
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
意
見

書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
新

た
な
支
援
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
患
者
や
利
用
者
の
減
少
と
と
も
に
収

入
が
減
少
し
て
い
る
医
療
機
関
及
び
介
護
施

設
が
安
全
・
安
心
な
医
療
、
介
護
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
新
た
な
支
援
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

8
月

　

21
日　

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

9
月

　

１
日　

第
５
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

　

２
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

３
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

３
日　

民
生
建
設
常
任
委
員
会

　

６
日　

令
和
２
年
度
災
害
か
ら
命
を
守
る

　
　
　
　

揖
斐
川
町
避
難
訓
練
に
参
加

　

７
日　

本
会
議　

一
般
質
問

　

８
日　

本
会
議　

第
５
回
定
例
会
閉
会

ここが聞きたい
一般質問

議員４名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問お
よび答弁は要約しています）

小
倉　
昌
弘 

議
員

災
害
・
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

①
以
前
に
質
問
し
た
旧
本
揖
斐
駅
前
の
横
断

歩
道
の
改
善
に
つ
い
て
、
前
向
き
な
答
弁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
一
向
に
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
国
道
で
あ
る
た
め
大
型
車
の
通
行
も
多

く
、
危
険
で
す
。
質
問
の
際
、
二
つ
の
安
全

対
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
店
舗
の
了
解
を
得

て
、
横
断
歩
道
か
ら
直
接
店
舗
駐
車
場
へ
入

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
と
い

う
提
案
と
、
横
断
歩
道
移
設
の
提
案
で
す
。

横
断
歩
道
移
設
は
、
国
道
で
も
あ
り
町
独
自

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
、国
・

県
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

議
会
活
動
報
告
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り
が
必
要
で
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

幸
い
今
の
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
に
起
因
す
る
相

談
を
受
け
た
と
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
万

が
一
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
精
神
保
健
福

祉
士
や
臨
床
心
理
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
、

県
に
要
請
し
て
い
ち
早
く
相
談
に
対
応
で
き

る
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
県
に
お
い
て

も
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
諸
問
題
が
発
生
し
た
場

合
な
ど
、
速
や
か
に
専
門
家
を
派
遣
す
る
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
る
支
援

体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
県
の『
ス
ト
ッ
プ「
コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
宣
言
』
に
署
名
し
、
広
報
誌
等

に
よ
る
啓
発
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
差
別
・
偏
見
の
防
止

に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
児
童
生
徒
、

学
校
関
係
者
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
向

け
て
発
出
し
、
風
評
被
害
や
誹
謗
中
傷
が
拡

散
し
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
員
、
保
護

者
が
連
携
し
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
に
起
因
す
る
い
じ
め
等
の
重
大

な
悩
み
を
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ
に
相
談
で
き

る
信
頼
関
係
、
相
談
体
制
の
充
実
を
一
層
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

か
、
こ
の
先
は
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

②
旧
中
央
公
民
館
駐
車
場
内
に
、
直
径
約
30

㎝
程
度
の
枯
れ
た
大
き
な
植
木
が
10
数
本
あ

り
、
台
風
や
突
風
で
倒
れ
て
事
故
が
起
き
た

ら
大
変
だ
と
思
い
、
伐
採
計
画
な
ど
を
伺
う

た
め
に
一
般
質
問
の
通
告
書
を
提
出
し
ま
し

た
が
、
既
に
撤
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き

な
事
故
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

10
数
本
も
枯
れ
る
ま
で
放
置
す
る
の
で
な

く
、
今
後
は
も
っ
と
早
い
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

産
業
建
設
部
長

①
旧
本
揖
斐
駅
前
は
、
町
内
で
も
交
通
量
の

多
い
国
道
で
あ
り
な
が
ら
歩
道
の
な
い
箇
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
国
道
に
歩
道
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
県
に
要
望

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

店
舗
の
方
の
了
解
を
得
て
横
断
歩
道
か
ら

直
接
、
店
舗
の
駐
車
場
に
入
れ
る
よ
う
に
し

た
場
合
、
民
地
で
あ
る
店
舗
駐
車
場
内
を
歩

行
者
、
自
転
車
が
通
る
こ
と
に
な
り
、
駐
車

場
内
で
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
責
任
の

所
在
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
横
断
歩
道
の
移
設
に
つ
い
て
、
揖

斐
警
察
署
と
協
議
を
し
ま
し
た
が
、
歩
行
者

の
安
全
を
守
る
た
め
の
待
場
の
確
保
、
車
両

通
行
に
よ
る
危
険
性
、
国
道
に
お
け
る
見
通

し
を
検
討
し
た
結
果
、
他
に
適
地
が
な
く
、

移
設
を
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
の
こ
と

で
、
町
と
し
て
も
現
時
点
で
移
設
は
困
難
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
安
全
確
保
の
た
め
、
国
道
の
歩

道
整
備
に
あ
わ
せ
た
待
場
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
に
お
い
て
早
期
に
事
業

化
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
地
元
及
び
地
権
者

と
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

総
務
部
長

②
旧
中
央
公
民
館
駐
車
場
敷
地
内
の
樹
木
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
７
月
20
日
付
け
の
発
注

業
務
で
、
枯
れ
て
い
た
杉
は
８
月
中
に
伐
採

し
、
枯
れ
て
い
な
い
樹
木
は
、
消
毒
や
剪
定

を
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
公
共
施
設
管
理
に
つ
い
て
、
適

正
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

平
井　
豊
司 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
済
的

影
響
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
よ
り
大

き
く
、
失
業
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
家

庭
が
増
え
、
親
が
子
に
暴
力
を
振
る
う
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
も
見
受
け
ま
す
。

　

学
校
は
長
期
間
休
校
に
な
っ
た
り
夏
休
み

が
短
縮
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

伴
っ
て
、
親
が
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
家
庭
な
ど
で
は
生
活
の
リ
ズ
ム

が
狂
い
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
発
生
し
て
い
る
中
、
子
供
た
ち
に
お

い
て
も
風
評
被
害
や
い
じ
め
な
ど
が
な
い

か
、
い
じ
め
な
ど
が
な
く
て
も
、
相
談
で
き

な
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
な
い
か
心
配
で

す
。
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
子
供
た
ち
が
相
談

で
き
る
体
制
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の
異
常

な
ど
を
見
つ
け
て
そ
れ
に
寄
り
添
っ
て
い
く

体
制
が
必
然
的
に
大
切
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

教
育
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
に
伴
う
長
期
休
校
後
、
学
校
は
再
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
町
内
の
児
童

生
徒
に
感
染
者
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は
順

調
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
従
来
か
ら
臨
床
心
理
士
の
資
格

を
有
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
２

名
、
ス
ク
ー
ル
相
談
員
を
４
名
、
合
計
６
名

の
職
員
を
心
の
ケ
ア
の
専
門
家
と
し
て
各
学

校
に
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
の

解
消
や
不
安
、
悩
み
を
解
決
し
て
い
く
た
め

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
家
庭
環
境
の
変
化
や
学
校
再
開
に
お
け
る

不
安
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
心

の
ケ
ア
は
、
常
日
頃
か
ら
の
気
配
り
、
目
配
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い
ま
す
。

　

岐
阜
県
の
第
２
波
非
常
事
態
宣
言
は
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
町
民
も
い
つ
感
染

者
と
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
、
新
た
に
町
と
し

て
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

先
般
、
揖
斐
川
町
長
選
挙
の
日
程
が
10
月

27
日
告
示
、
11
月
１
日
投
票
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

富
田
和
弘
町
長
は
、
助
役
、
副
町
長
と
し

て
宗
宮
孝
生
前
町
長
と
と
も
に
１
町
５
村
合

併
後
の
難
し
い
町
政
の
か
じ
取
り
を
担
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
前
町
長
辞
職
後

の
選
挙
を
経
て
町
長
の
職
に
就
か
れ
ま
し

た
。

　

給
食
費
の
無
償
化
や
修
学
旅
行
費
用
の
補

助
な
ど
他
市
町
に
な
い
手
厚
い
子
育
て
支
援

対
策
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
を
伴
っ
て
の
要
望
活
動
に
よ
り

国
の
直
轄
事
業
の
潤
沢
な
予
算
獲
得
に
も
大

い
な
る
働
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
大
き
く

影
響
を
受
け
て
い
る
飲
食
店
や
事
業
所
へ
の

支
援
や
、
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
町

民
の
た
め
、
他
市
町
を
上
回
る
支
援
対
策
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
を
も
と
に
、
次
の
４
年

間
も
町
政
の
か
じ
取
り
を
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
町
長
の
意
向
を
伺

い
ま
す
。

 
宇
佐
美　
直
道 

議
員

バ
ス
運
行
体
系
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
７
月
に
開
か
れ
た
公
共
交
通
特
別
委
員
会

で
、
土
日
祝
日
を
無
料
で
運
行
し
て
い
る
路

線
型
バ
ス
は
、
来
年
３
月
末
で
打
ち
切
り
と

し
、
新
た
な
運
行
方
法
を
検
討
す
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
４
月
ま
で
あ
と
半
年
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
運
行
さ
れ
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

②
現
在
の
バ
ス
運
賃
は
、
路
線
型
バ
ス
も
デ

マ
ン
ド
型
バ
ス
も
一
律
３
０
０
円
に
決
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
と
き
は
、
区
間
を
越
え
る
ご
と
に
１
０
０

円
、
２
０
０
円
、
３
０
０
円
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
路
線
型
バ
ス
の
運
賃
は
、
揖
斐
川
地

区
の
住
民
が
一
番
よ
く
利
用
す
る
同
一
区
間

内
の
１
０
０
円
で
行
け
た
と
こ
ろ
が
一
挙
に

３
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
大
変
な
負
担
増
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
野
町
で
の
岐
阜
バ
ス
の

初
乗
り
運
賃
は
１
６
０
円
、
大
垣
市
で
の
名

阪
近
鉄
バ
ス
は
１
８
０
円
、
池
田
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
無
料
で
あ
り
、
当
町
が

い
か
に
割
高
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
委

員
会
で
区
間
毎
に
運
賃
が
変
え
ら
れ
な
い
か

質
問
し
ま
し
た
が
、
定
期
券
を
発
行
す
る
た

め
一
律
運
賃
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
改
め
て
確
認
し
ま
す
が
、
同
一
区

間
内
運
賃
の
割
高
感
解
消
の
た
め
、
運
賃
を

３
段
階
に
分
け
る
こ
と
や
定
期
券
も
金
額
に

あ
わ
せ
て
３
種
類
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
、
伺
い
ま
す
。

③
揖
斐
駅
発
の
路
線
型
バ
ス
は
本
数
が
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
駅
で
長
時
間
待
た
さ
れ
た

と
の
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
特
に
午
後
は
４

時
近
く
ま
で
バ
ス
が
な
い
状
態
で
す
の
で
、

１
本
で
も
増
便
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
は
、
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
の
予
約
は
、
現
在

は
乗
車
の
１
時
間
前
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
条

件
を
乗
車
30
分
前
ま
で
に
変
更
で
き
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
予
約
し
て
い
な
い
人
の
相
乗
り

も
認
め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
伺
い
ま

す
。企

画
部
長

①
来
年
度
か
ら
の
土
日
祝
日
の
運
行
に
つ
い

て
、
７
月
13
日
に
議
会
の
公
共
交
通
特
別
委

員
会
で
こ
れ
ま
で
の
土
日
祝
日
の
実
証
実
験

運
行
の
利
用
状
況
等
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
方
針
と
し
て
利
用
人
数
や
利
用

目
的
、
運
行
に
係
る
経
費
を
踏
ま
え
て
来
年

３
月
の
廃
止
に
向
け
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
現
在
、
各
所
管
課
お
よ

び
関
係
団
体
や
事
業
者
等
と
の
協
議
を
進

め
、
対
応
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
公
共
交
通
特

別
委
員
会
で
の
説
明
を
考
え
て
い
ま
す
。

②
路
線
型
バ
ス
の
運
賃
に
つ
い
て
、
昨
年
10

月
の
バ
ス
運
行
開
始
に
際
し
て
、
運
行
方
法

や
運
賃
等
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現

在
の
運
行
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
型
バ
ス
の
料
金
は
、
近
隣
の
状
況
も
踏
ま

え
、
町
内
一
律
３
０
０
円
と
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
路
線
型
バ
ス
の
料
金
は
、

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
利
用
者
と
の
公
平
性
も
考

慮
し
、
同
一
の
３
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
バ
ス
も
利
用
で
き
る

定
期
券
の
発
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
料

金
設
定
の
対
応
で
は
、
あ
る
程
度
の
利
用
者

負
担
は
必
要
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
路
線
型

バ
ス
の
み
別
料
金
に
す
る
と
、
共
通
で
利
用

で
き
る
定
期
券
の
設
定
と
発
行
が
困
難
と
な

る
た
め
、
料
金
の
改
定
は
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

③
昨
年
10
月
か
ら
の
バ
ス
運
行
の
見
直
し

は
、
い
わ
ゆ
る「
空
バ
ス
」
の
解
消
を
目
的

の
一
つ
と
し
て
お
り
、
路
線
型
バ
ス
が
運
行

し
て
い
な
い
時
間
帯
に
は
、
デ
マ
ン
ド
型
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
路
線

型
バ
ス
の
増
便
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
は
考
え
て
お
ら
ず
、
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
の

利
用
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
の
予
約
時
間
は
、
従
前
か

ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
広

大
な
揖
斐
川
町
の
状
況
を
鑑
み
て
１
時
間
前

予
約
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

成
瀬　
雅
弘 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
政
の
運
営
と
今
後
の

か
じ
取
り
役
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
２
波

の
到
来
に
よ
り
、
揖
斐
川
町
も
感
染
者
の
発

生
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
大
き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
見
る
こ
と
も

な
く
終
息
し
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
と
思
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の
都
市
計
画
道
路
も
明
る
い
兆
し
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が

見
え
て
き
た
中
、
私
は
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
今
は
健
康
で
す
が
、
次
の
４
年

間
を
考
え
た
と
き
、
途
中
で
町
民
の
皆
さ
ん

に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
総
合
的
に
判
断

し
て
今
期
を
も
っ
て
身
を
引
き
、
次
期
町
政

は
真
に
揖
斐
川
町
を
愛
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
町
政
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
に

委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
含

め
、
残
さ
れ
た
任
期
中
、
町
政
運
営
に
は
万

全
を
期
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
長
き
に

わ
た
り
ま
し
て
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
議
会
の
皆
さ

ん
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 

長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
、
全
国
的
に
は
い
ま
だ
に
感
染
拡
大
が

続
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
５
月
25
日

に
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
７
月
に
入
り
全
国
で
感
染
者
が
増
加
、

町
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
県
で

も
７
月
31
日
に
県
独
自
の
第
２
波
非
常
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
感
染

者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
非
常
事
態

宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
た
な
波
に

備
え
た
対
策
の
実
施
と
と
も
に
、『
ス
ト
ッ

プ「
コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
宣
言
』
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
事
業
者
支
援
に
よ
る
経
済
対
策
、

子
育
て
世
代
や
高
齢
者
な
ど
状
況
に
応
じ
た

生
活
支
援
対
策
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避

難
所
対
策
も
含
め
た
感
染
予
防
対
策
の
３
つ

の
対
策
事
業
の
早
期
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
町
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
社

会
に
お
け
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
、

生
活
の
確
保
を
第
一
に
考
え
、
町
内
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
経
済
対
策
や
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
町
職
員
35
年
、収
入
役
２
年
４
カ
月
、

助
役
、
副
町
長
を
10
年
８
カ
月
、
町
長
と
し

て
４
年
の
52
年
間
、
町
民
の
皆
様
、
議
会
の

皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町

政
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
最
大
の
出
来
事
が
平
成
17
年
１
月
31
日

の
１
町
５
村
の
合
併
で
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
心
を
一
つ
に
し
て
新
た
な
町
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
以
来
様
々
な
施

策
を
展
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
生
活
の
拠

点
と
な
る
防
災
セ
ン
タ
ー
兼
庁
舎
の
整
備
、

様
々
な
住
民
活
動
の
拠
点
で
あ
る
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
、
揖
斐
川
図
書
館
、
児

童
公
園「
ゆ
め
パ
ー
ク
」
の
建
設
な
ど
、
今

必
要
と
さ
れ
て
い
る
施
設
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
が
利
用
し

や
す
い
新
た
な
バ
ス
交
通
と
し
て
、
路
線
定

期
型
の「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
と
デ
マ
ン
ド
型

「
は
な
も
も
バ
ス
」
の
併
用
運
行
へ
の
転
換

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
必
要
な
基

盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
こ
や
か
ベ
ビ
ー
祝
い
金
制
度
や

国
の
保
育
料
無
償
化
に
先
立
ち
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
償
化
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無

料
化
、
修
学
旅
行
費
の
補
助
、
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
な
ど
子
育
て
家
庭
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
支
援
環
境
の
充
実
に
よ

り
、
子
育
て
環
境
は
日
本
一
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
に
つ
い
て

は
、
昭
和
32
年
の
植
樹
祭
、
昭
和
51
年
の
育

林
際
、
平
成
27
年
の
育
樹
祭
と
皇
室
３
代
に

わ
た
る
森
づ
く
り
事
業
と
、
令
和
へ
の
改
元

を
記
念
し
て
当
地
域
を「
揖
斐
す
め
ら
ぎ
の

森
」
と
命
名
す
る
式
典
を
開
催
し
、
会
場
で

町
民
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
森
を
育
て

活
用
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て「
１
０
０
年

先
の
森
づ
く
り
」宣
言
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

揖
斐
川
町
の
さ
ざ
れ
石
も
昭
和
53
年
に
昭
和

天
皇
同
皇
后
陛
下
と
皇
太
子
同
妃
殿
下
、
昨

年
11
月
に
天
皇
陛
下
御
即
位
の
記
念
と
し
て

天
皇
同
妃
殿
下
に
と
皇
室
３
代
に
わ
た
り
献

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と

な
っ
て
応
援
で
き
る
岐
阜
清
流
国
体
や
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
、
春
夏
の
全
国
高
校
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
な
ど
も
実
施
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
心
を
一
つ
に
し
、

お
も
て
な
し
の
心
で
温
か
く
お
迎
え
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
要
因
と
考
え
ま
す
。

　

合
併
し
て
15
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
の

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り「
つ
な
が
っ
た
町

も
村
も
人
の
輪
も
」
の
言
葉
ど
お
り
町
民
の

皆
さ
ん
の
心
が
一
つ
に
な
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
、
本

年
度
よ
り
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
ス

タ
ー
ト
し
、第
２
次
総
合
計
画
の
後
期
計
画
、

第
２
期
と
な
る
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
が
来
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

の
主
体
は
地
域
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
と

し
て
公
民
館
を
主
体
の
地
域
づ
く
り
も
少
し

ず
つ
各
地
域
で
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
海
と
伊
勢
湾
、
北
陸
圏
と
中
京
圏

を
結
ぶ
揖
斐
川
町
の
生
命
線
と
な
る
最
重

要
路
線
の
国
道
４
１
７
号
冠
山
峠
道
路
が

２
０
２
３
年
に
供
用
開
始
の
予
定
と
な
り
、

昨
年
供
用
を
開
始
し
た
東
海
環
状
自
動
車
道

大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
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人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
揖
斐
川

町
に
は
９
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
次
の
３
つ
で
す
。

① 

相
談
に
の
る

悩
ん
で
い
る
人
た
ち
の
相
談
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

② 

力
を
貸
す

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
、
人
権
を
侵

害
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
法

務
局・地
方
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
、

調
査
・
処
理
に
携
わ
り
、
当
事
者
の
利

害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
事
案

の
円
満
な
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③ 

呼
び
か
け
る

一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
楽
し
く
生

き
る
権
利
を
、
み
ん
な
の
人
が
守
れ
る

よ
う
、
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
で
は
、
毎
月
１
回
、
水
曜
日

に
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す（
日
程
は

広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
）。
ま
た
、
お

急
ぎ
の
事
案
は
下
記
の
窓
口
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
、
相
談
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人権について人権についての悩みごとはの悩みごとは人権擁護委員人権擁護委員ににご相談ご相談ください！ください！
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令和元年度の決算をお知らせします
９月１日（火）から ９月８日（火）まで開催された令和２年第５回揖斐川町議会定例会において、

令和元年度一般会計、特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
令和元年度決算について皆さんにお知らせします。
令和元年度会計別決算の内訳

内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額
決　算　総　額 200億2,335万6,107円 193億2,011万9,304円 7億323万6,803円

一　般　会　計 148億4,943万601円 143億1,270万2,925円 5億3,672万7,676円
特　別　会　計 51億7,392万5,506円 50億741万6,379円 1億6,650万9,127円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 26億8,202万6,483円 25億6,913万7,708円 1億1,288万8,775円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億1,547万6,544円 3億1,116万7,269円 430万9,275円
国民健康保険直診勘定特別会計 7,799万8,776円 7,251万6,374円 548万2,402円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,773万7,833円 2,121万9,838円 651万7,995円
𦙾 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,177万7,594円 1,860万364円 317万7,230円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,338万9,135円 1,285万1,647円 53万7,488円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 8,036万5,235円 7,902万7,538円 133万7,697円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億3,261万8,410円 1億3,124万3,274円 137万5,136円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8億2,435万6,792円 8億1,531万2,438円 904万4,354円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4億9,526万9,831円 4億9,725万893円 △ 198万1,062円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 8,498万7,740円 7,927万6,562円 571万1,178円
町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 7,996万5,947円 7,029万9,026円 966万6,921円
杉原地域土地取得等特別会計 162万円 162万円 0円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 1億4,914万5,196円 1億4,914万5,196円 0円
地 域 情 報 特 別 会 計 1億2,260万3,294円 1億2,178万8,077円 81万5,217円
小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 3,773万9,681円 3,773万9,681円 0円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,593万2,976円 931万932円 662万2,044円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 540万2,758円 529万9,492円 10万3,266円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 435万3,788円 393万8,950円 41万4,838円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 60万9,213円 52万1,120円 8万8,093円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 54万8,280円 15万円 39万8,280円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 1億150万7,397円
総務費　一般的な事務に 24億6,240万296円
民生費　福祉の充実に 29億5,290万9,161円
衛生費　健康づくりや清掃に 12億7,748万9,468円
農林水産業費　農林業などの振興に 13億564万5,186円
商工費　商工業や観光の振興に 4億2,445万4,702円
土木費　道路や河川の整備に 11億1,919万4,506円
消防費　消防や防災に 6億2,279万7,099円
教育費　生涯学習や学校教育に 22億4,836万3,646円
災害復旧費 1億7,436万1,260円
公債費　借入金の返済に 16億1,236万204円
諸支出金 1,122万円
一般会計歳出総額 143億1,270万2,925円

議会費  0.7％

総務費
17.2％

民生費
20.6％

衛生費
8.9％

教育費
15.7％

諸支出金  0.1％

公債費
11.3％

災害復旧費
1.2％

商工費
3.0％

農林
水産業費
9.1％

土木費
7.8％

消防費
4.4％

一般会計
歳出総額

143 億 1,270 万
2,925 円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 2億6,068万4,937円 2億5,171万6,389円
上水道事業会計（資本的） 2億249万5,900円 2億8,081万42円

（注 1）公共下水道事業特別会計における歳入歳出差引不足額については、令和２年度歳入繰上充用金により補てんしました。

（注1）
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一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 41億2,018万486円
分 担 金 お よ び 負 担 金 9,799万6,444円
使 用 料 お よ び 手 数 料 1億306万2,637円
財 産 収 入 6,720万4,989円
寄 附 金 4,916万9,000円
繰 入 金 8億8,947万8,390円
繰 越 金 5億4,104万8,916円
諸 収 入 3億4,128万4,234円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億6,739万3,015円
利 子 割 交 付 金 283万3,000円
配 当 割 交 付 金 1,128万9,000円
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 600万1,000円
地 方 消 費 税 交 付 金 3億8,980万9,000円
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 2,457万5,950円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,521万3,726円
環 境 性 能 割 交 付 金 747万5,000円
地 方 特 例 交 付 金 6,222万円
交通安全対策特別交付金 182万4,000円
地 方 交 付 税 46億5,038万円
国 庫 支 出 金 7億7,732万3,341円
県 支 出 金 9億9,656万8,473円
町 債 15億1,710万円

一般会計歳入総額 148億4,943万601円

一般会計
歳入総額

148億4,943万
601円

地方譲与税	 利子割交付金
配当割交付金	 株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金	 ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金	 環境性能割交付金
地方特例交付金	 交通安全対策特別交付金

諸収入  2.3％

地方譲与税等
4.8％

繰越金  3.6％

繰入金
6.0％

寄附金
0.3％

使用料
および
手数料
0.7％

分担金および
負担金
0.7％

財産収入
0.5％

町税
27.7％

町債
10.2％

地方交付税
31.3％

県支出金
6.7％

国庫支出金
5.2％

依
存

財
源

 58.2％

自主財
源

 4
1

.8
％

車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
区
画
に
つ
い
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
よ
り
整
備
が
促
進

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
障
が
い
の
な
い
人
が

駐
車
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
駐
車
で
き
な
い
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
車
椅

子
使
用
者
用
駐
車
区
画
」
に
加
え
て
、
歩
行

困
難
な
方
が
利
用
可
能
な
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
区

画
」
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
区
画
を
利
用
で
き

る
対
象
者
の
範
囲
を
設
定
し
、
条
件
に
該
当

す
る
希
望
者
に
利
用
証
を
交
付
す
る
「
ぎ
ふ

清
流
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
制
度
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

対
象
駐
車
区
画
を
必
要
と
す
る
方
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

障
が
い
の
あ
る
方
・
要
介
護
者
・
難
病
患

者
・
妊
産
婦
・
け
が
等
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
歩
行
困
難
な
方

■
利
用
証
交
付
申
請
窓
口

（
窓
口
で
の
申
請
）
揖
斐
県
事
務
所
福
祉
課

（
郵
送
で
の
申
請
）
岐
阜
県
地
域
福
祉
課

・
必
要
書
類

申
請
書
・
各
種
手
帳
等
状
況
確
認
書
類
・

本
人
確
認
書
類
（
代
理
人
申
請
の
場

合
）・１
４
０
円
分
の
返
信
用
切
手
（
郵

送
で
申
請
す
る
場
合
）

■
駐
車
区
画
の
設
置（
登
録
）

・�

商
業
施
設
等
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ス
ワ
ン

区
画
の
設
置
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・�

登
録
方
法
は
「
駐
車
場
登
録
届
出
書
」
を

岐
阜
県
地
域
福
祉
課
へ
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・�

利
用
証
は
、
対
象
駐
車
区
画
に
駐
車
で
き

る
こ
と
を
必
ず
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
満
車
の
場
合
等
は
駐
車
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

利
用
証
は
、
駐
車
許
可
証
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
利
用
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
あ
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
利
用
証
を
取
得
す
る
方

や
一
時
的
な
け
が
の
方
な
ど
、
必
要
な
場

合
に
は
対
象
駐
車
区
画
を
利
用
し
ま
す
の

で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
地
域
福
祉
課

　

制
度
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

℡
０
５
８
‒
２
７
２
‒
８
２
６
１　

０
５
８
‒
２
７
８
‒
２
６
５
１

メ
ー
ル　

c11219@
pref.gifu.lg.jp

  

「
ぎ
ふ
清
流
お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
制
度
」に
つ
い
て

▲�車椅子を常時
使用する方用
の利用証

▲�それ以外の
　�歩行困難な方用
の利用証
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℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

令
和
２
年
度
揖
斐
川
町

青
少
年
育
成
町
民
大
会
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い
、
揖
斐
川

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
に
よ
る「
令

和
２
年
度
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
大

会
」が
10
月
17
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
活
躍
の
場
と
し

て
位
置
付
け
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
そ

の
姿
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
無
観
客
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
各
種
表
彰
や
青
少
年
育
成
推

進
活
動
経
過
報
告
、
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
発
表
、
揖
斐
高
等
学
校
の
発
表

が
行
わ
れ
、
こ
の
様
子
は
、
11
月
中
旬
頃
に

い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、「
家
庭
の
日
」
啓
発
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
表
彰
者
と
全
応
募
作
品
の
紹
介
、

少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
に
出
場
さ
れ
た
揖

斐
川
町
代
表
者
の
発
表
映
像
も
放
映
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

令
和
３
年
揖
斐
川
町

�

成
人
式
に
つ
い
て

令
和
３
年
１
月
10
日（
日
）
13
時
30
分
か

ら
、
揖
斐
川
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
た

だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
例
年
の
よ
う
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
は
な
も
も
で
の
開
催
で
は
な
く
、
式
典

を「
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
生
放
送
す

る
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
成
人
式
の
対
象
に
な
る
方
は
、
平

成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

揖
斐
川
町
で
は
、
令
和
２
年
９
月
18
日
現

在
で
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
と
、
平
成

27
年
度
に
町
内
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

へ
、
９
月
下
旬
に
成
人
式
の
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
し
た
。

ま
だ
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
早

め
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
９
月
18
日
以
降
に
揖
斐

川
町
へ
転
入
さ
れ
た
方
で
、
成
人
式
の
案
内

を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
お
早
め

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　

賃　

１
６
，
２
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

11
月
２
日（
月
）
～
16
日（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

令
和
２
年
12
月
下
旬
を
予
定

② 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
の
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、「
第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
」

は
本
年
の
開
催
を
中
止
し
、
令
和
３
年
12
月

５
日（
日
）
に
改
め
て
第
63
回
大
会
を
行
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
内

揖
斐
郡
体
育
協
会
事
務
局　

℡
４
４
‒
１
２
６
２

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
企
画
展

�

「
夜
叉
ケ
池
伝
説
」の
お
知
ら
せ

揖
斐
川
町
坂

内
と
福
井
県
の
境

に
あ
る
夜
叉
ケ

池
。
そ
の
夜
叉
ケ

池
に
は
村
を
守
っ

た
哀
し
き
姫
の
伝

説
と
美
し
い
自
然

が
あ
り
ま
す
。

夜
叉
ケ
池
の
物

語
絵
や
生
家
石
原
家
の
歴
史
資
料
お
よ
び
福

井
県
側
か
ら
の
取
り
組
み
等
を
民
俗
学
的
な

視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
日
時　
11
月
14
日（
土
）～
12
月
20
日（
日
）

■
会
場　
第
一
展
示
室
・
第
二
展
示
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

℡
２
２
‒
５
３
７
３

�「坂内伝説 夜叉ヶ池」（桑原隆一氏）

「八丈岩 岩落し」（桑原隆一氏）
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子
育
て
応
援
団
11
月
プ
ロ
グ
ラ
ム「
親
子

で
山
歩
き
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
登
っ
て
、
歩
い
て
、
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
展
望
台
か
ら
は
、
街
並
み

が
一
望
で
き
る
。
親
子
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
体
験
で
き
る
よ
！

■
日
　
時
　
11
月
８
日（
日
）

	

９
時
～
12
時
ご
ろ

■
ス
タ
ー
ト
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場

	
�

※
雨
天
の
場
合
は
屋
内

■
対
　
象	

小
学
生
親
子　

先
着
10
組

■
参
加
費	

無
料

■
持
ち
物	

飲
み
物
・
タ
オ
ル
等

■
申
込
み
・
受
付
開
始

　

11
月
２
日（
月
）
８
時
30
分
～

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了
い
た
し

ま
す
。

子
育
て
応
援
団
で
は
密
に
な
ら
な
い

小
さ
く
て
楽
し
い
プ
チ
イ
ベ
ン
ト
を
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。

12
月
13
日（
日
）
は「
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト　

絵
本
に
出
て
く
る
ス

イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
」
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１

 

福
祉
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

■
テ
ー
マ

腰
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
介
護
技
術
講
習

■
開
催
日
時
　
11
月
17
日（
火
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
参
加
時
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
開
催
場
所

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ
ホ
ー
ル

■
内

容

腰
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
片
腕
一
本
で
で

き
る
介
護
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
根ね

津づ

良よ
し

幸ゆ
き

氏（
埼
玉
医
科
大
学
客
員
教
授
）
に
よ
る

実
践
を
交
え
た
講
習
で
す
。

＊
揖
斐
川
町
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

■
定
　
員　
20
人

■
参
加
費　
無
料

■
受
付
期
限　
11
月
16
日（
月
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）

℡
２
２
‒
０
１
１
２

　

受
付
時
間　

8
時
30
分
～
18
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
・
日
曜
・
祝
日
休
み

�

担
当
：
黒
川

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
年
金
協
会

�

「
福
祉
講
座
」開
催
の
ご
案
内

日
々
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
る
年
金
制
度

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
　
時	

12
月
１
日（
火
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
　
場	

大
垣
情
報
工
房　

セ
ミ
ナ
ー
室

■
内
　
容（
年
金
制
度
説
明
会
）

①
年
金
の
請
求
、
年
金
受
給
中
の
手
続
き

と
届
け
出
に
つ
い
て

②
障
害
お
よ
び
遺
族
年
金
等
の
制
度
全

般
に
つ
い
て

■
定
　
員　
75
人（
先
着
順
）　

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
年
金
協
会（
ぎ
ふ
友
和
会
）

℡
０
５
８
‒
２
１
０
‒
２
６
１
１

 

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

県
内
の
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
、
８
月
末
現

在
で
認
知
件
数
90
件（
昨
年
比
＋
10
件
）、
被

害
額
が
１
億
３
０
２
４
万
円（
昨
年
比
－

５
８
２
８
万
円
）
と
、
被
害
額
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
認
知
件
数
に
つ
い
て
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
揖
斐
郡
３
町
に
お
け
る
ニ
セ
電
話

詐
欺
被
害
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
は
大
野
町
と
池
田
町
で

そ
れ
ぞ
れ
１
件
の
発
生
が
あ
り
、
合
わ
せ
て

約
４
０
０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
の
特
徴
と
し
て
は
、
年
齢
65
歳
以
上

が
全
体
の
77
％
、女
性
が
75
％
、要
求
方
法
は
、

電
話
が
81
％
と
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
こ
れ
ら
の
被
害
は
、
固
定
電
話
へ

の
着
信
が
被
害
の
入
り
口
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
８
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、着
信
前
に
相
手
へ
警
告
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
機
能
を
有
す
る「
自
動

電
話
録
音
警
告
機
」
の
設
置
や
在
宅
中
で
も

留
守
番
電
話
に
す
る
な
ど
、
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

し
か
し
、
電
話
に
出
て
被
害
に
遭
う
高
齢

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

▼「
オ
レ
オ
レ
、
だ
け
ど
…
」

　
　
　
　
　

⬆

無
関
係
名
前

�

「
あ
～
●
●
か
？
」
を
言
っ
て
み
る

▼「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」

　
　
　
　
　

⬆

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は

�

息
子
が
持
っ
て
ま
す
」

▼「
有
料
サ
イ
ト
料
金
が
未
納
で
す
」

　
　
　
　
　

⬆

「
パ
ソ
コ
ン
も
ス
マ
ホ
も

�

持
っ
て
い
ま
せ
ん
」

な
ど
と
言
う
と
、
犯
人
が
電
話
を
切
断
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
警
察
署　

℡
２
３
‒
０
１
１
０

子
育
て
応
援
団
11
月
プ
ロ
グ
ラ
ム

山や
ま
散さ
ん
歩ぽ

�
親
子
で
城
台
山
を
満
喫
し
よ
う
！
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寿
長
ご

さ
ん

9
月
の

廣
ひろ

瀬
せ

　きみゑ
え

 さん
95歳（乙原）

高
たか

橋
はし

　ふくゑ
え

 さん
95歳（小津）

所
ところ

　たきゑ
え

 さん
95歳（谷汲高科）

河
かわ

瀬
せ

　美
み

代
よ

子
こ

 さん
95歳（北方）

淺
あさ

野
の

　紋
もん

子
こ

 さん
95歳（谷汲深坂）

衣
え

斐
び

　トミエ さん
100歳（小島）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け

ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

芽
室
町
役
場
新
庁
舎
建
設
中
！

令
和
元
年
６
月
よ
り
新
庁
舎
の
工
事
が
開

始
さ
れ
、
現
在
も
庁
舎
完
成
に
向
け
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
庁
舎
は
昭
和
43
年
か
ら
運
用
が
開

始
さ
れ
、
今
年
で
52
年
を
迎
え
ま
す
。
現
庁

舎
の
老
朽
化
等
の
問
題
か
ら
新
庁
舎
建
設
が

進
め
ら
れ
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
11
月
号
で
は
新
庁
舎
の
新
し

い
設
備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新
庁
舎
に
は
庇
ひ
さ
し

機
能
が
つ
い
て
お
り
雨
に

濡
れ
ず
に
乗
り
降
り
で
き
る
、
お
も
い
や
り

駐
車
場
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停
留
所
、
町

民
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
授
乳
室
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
体

の
不
自
由
な
方
も
利
用
し
や
す
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
上
も
一
般
開
放
す
る
予
定
で
あ

り
、
屋
上
か
ら
は
芽
室
町
内
を
一
望
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
完
成
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
も
、

今
月
を
入
れ
２
か

月
間
し
か
現
庁
舎

で
活
動
で
き
ま
せ

ん
。現

庁
舎
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め

な
が
ら
、
残
り
の

時
間
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

完成予想図

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

■
剪
定
講
習
会
の
ご
案
内

会
員
と
一
般
の
方
を
対
象
に
剪
定
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

11
月
18
日（
水
）

	

８
時
30
分
～
16
時
30
分

	

（
悪
天
候
の
場
合
は
19
日
）

◆
場　

所　

藤
橋
地
内

■
お
正
月
前
に
襖
・
障
子
の
張
替
え
を

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の
張

替
え
を
し
て
い
ま
す
。
年
内
の
張
替
え
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

お
気
軽
に
お
電
話
に
て
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別　
　
　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）　

＊
軽
作
業　
　

＊
社
内
清
掃　

■
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
長

年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ

て
気
楽
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
現
在
の
人
手
不
足
分
野
】

・
剪
定

興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
お
よ
び
入
会
説

明
会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
》

■
日
時　
11
月
４
日（
水
）、
17
日（
火
）　

	

10
時
～
（
約
１
時
間
）

	
※
要
予
約

■
場
所　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

	

２
階
会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７
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皆さんは、リサイクルできる「資源」を「可燃ごみ」に分別して捨てていませんか？
可燃ごみの中には、リサイクルできる「資源」がたくさん混ざっています。下の表は、令和元年度に

西濃環境整備組合（揖斐川町を含む３市７町の燃えるごみの処理施設）に集積された「ごみ」の種類別
割合と成分です。� （単位：％）

ごみの種類別割合 ごみ成分

紙・布 ビニール
・合成樹脂 木・竹・わら 厨芥類

(生ごみ) 不燃ごみ その他 水分 灰分 可燃分

48.2 29.9 7.7 8.6 1.0 4.6 43.3 6.2 50.5

ごみの種類別割合から、「紙・布類」が「ごみ」として一番多く含まれていることがわかりますが、
この「紙・布類」には、リサイクル可能な「資源」が多く含まれています。

混ぜてしまえばただの「ごみ」として焼却されてしまいますが、適正に分別すれば「資源」として取
り扱うことができます。

いびがわエコドームでは、「紙・布類」以外にも、多くの資源を回収していますので、積極的にご利
用ください。

① いびがわエコドームでは分別した資源の回収を行っています
回収品目 回収日 回収時間 搬入方法

古紙等（新聞・雑誌・ダンボール・布類・羽毛布団）

毎週火曜日
毎週日曜日

午前９時～
11時30分 個人持込方式

缶類（スチール・アルミ別）
ガラスびん（無色・茶・その他）

ペットボトル
プラスチック製・ 紙製容器包装

牛乳パック
白色トレイ

乾電池・蛍光灯・電球
インクカートリッジ
インクトナー

＊回収日時は変更する場合があります。毎月の「くらしのカレンダー」でご確認ください。

② 資源集団回収をご利用ください
資源集団回収とは、地域の自治会・PTA・NPO法人などが、古紙（新聞・雑誌・ダンボール）・古布

を集めて、資源回収業者に引き取ってもらう活動です。
いびがわエコドームと併せて、各地区の資源集団回収もご利用ください。

皆さんのリサイクルへの協力が、可燃ごみの削減と資源の確保に
つながります。ご理解とご協力をお願いします。

【お問い合せ先】
　揖斐川町役場　住民生活課　環境衛生係　℡22－2111

ごみの分別について

資源�を捨てていませんか？
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広報紙をPC・スマホで
@マイ広報紙

マチを好きになるアプリ
@マチイロ

電子書籍ポータルサイト
@岐阜イーブックス

スマホやタブレットで
広報紙が読める☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX県庁広報課

この情報は令和2年10月2日現在のものです。

岐阜県広報

岐阜県からのお知らせ
点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン（8ch）データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も
配信中！県政広報テレビ番組

「ぎふ県政ほっとライン」
「清流の国ぎふ
岐阜県ミナモだより」

●県の人口

※令和2年8月1日現在 ※(　)内は前月との比較
1,976,458人（876人減）

今月のピックアップ情報

●問／県庁子ども家庭課 ☎058（272）8325

県では子どもの笑顔を守
るため、11月の児童虐待防

止推進月間を中心に、児童虐待防
止を啓発する「清流の国ぎふオレン
ジリボン運動」を展開しています。 

目標16
平和と公正を
すべての人に  

検索ぎふオレンジリボン

●問／県庁産業技術課 ☎058（272）8354

県では岐阜大学内に「航
空宇宙生産技術開発セン

ター」を設置し、航空宇宙産業
分野の人材育成と研究開発を
推進しています。

目標9
産業と技術革新の
基盤をつくろう 

SDGsに取り組もう！

検索航空宇宙生産技術開発センター

こそだて世帯住宅コロナ対策支援 
補助金の申請を受け付けています

「寄贈記念 熊谷守一展」を 
開催します 

「withコロナ時代」にふさわしい住環境の
整備や、コロナ禍における収入減などの経
済的影響に対する補助を実施しています。
●定員／460人（先着順）
●申込方法／申請書等を県に提出（ウェブサ
イトから入手可）

●申込期限／令和3年1月20日（水）必着
●問／県庁住宅課 ☎058（272）8693

検索こそだて世帯住宅コロナ対策支援補助金

障がい者職業能力開発校 
入校生を募集します

令和3年4月入校生の募集・選考を実施します。

熊谷氏の遺族や、生前から関わりの深い
関係者より近年寄贈された作品・資料を
中心に紹介します。 
●とき／開催中～12月20日（日）10：00～18：
00（入場は17：30まで）※月曜日は休館

●ところ／県美術館（岐阜市）
●料金／一般340円、大学生220円、高校生以下無料
●問／県美術館 ☎058（271）1313 

検索岐阜県美術館

11月は児童虐待防止 
推進月間です 

保護者の怒鳴り声や子どもの泣き声が聞
こえたら、それは児童虐待かもしれませ
ん。「虐待かも」と思ったらすぐにお電話く
ださい。通報に関する秘密は守られます。
勇気を持って手を差し伸べ、虐待から子
どもたちを守りましょう。
●問／最寄りの警察署、交番、駐在所
  児童相談所（子ども相談センター）
  虐待対応ダイヤル 189（いちはやく） 
  県警少年課 ☎058（271）2424  

●募集科／基礎実務科、OAビジネス科、
Webデザイン科（各科10人）

●申込方法／住所地を管轄するハローワー
クで相談後、応募書類を提出

●申込期限／11月11日（水）まで
●問／障がい者職業能力開発校 ☎058（201）4511

検索岐阜県立障がい者職業能力開発校

9年ぶりに岐阜県へ国体がやってくる!
「ぎふクリスタル国体2021」開催!

左：平成24年「ぎふ清流国体」男子10000M決勝／右：ぎふクリスタル国体2021 スタートアップイベント

「ぎふ清流国体」から9年、再び岐阜県で冬季国体を開催
します。全国からスピードスケートの精鋭たちが恵那市
に集結し、氷上で熱い戦いを繰り広げます。スピードス
ケートは時速60kmといわれるスピード、コーナリング
の技術、選手間の駆け引きが魅力の競技です。熱戦にど
うぞご期待ください。 

◆ とき／令和3年1月27日（水）～31日（日）
◆ ところ／岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場（恵那市）
◆ 問／県庁地域スポーツ課 ☎058（272）8874

ねんりんピックまであと1年!
PRイベント&レクリエーションフェスティバル開催!
グラウンド・ゴルフの体験やス
タンプラリーなど、子どもから
大人までどなたでも楽しく体
を動かしながら健康づくりにつ
なげることができるイベントを
開催します。岐阜会場では、飛
騨牛などが当たるビンゴ大会
や、○×クイズといったステー
ジイベントなども実施します。参加は全会場無料です。

グラウンド・ゴルフ体験の様子

◆ 問／県庁ねんりんピック推進事務局 ☎058（272）8462

◆ とき／10月31日（土）岐阜メモリアルセンター（岐阜市）
　　　　11月1日（日）南飛騨健康増進センター（下呂市）
　　　　11月8日（日）安八町総合体育館・土岐市総合公園野球場
　　　　11月29日（日）プラザちゅうたい（美濃加茂市）

◆ ねんりんピックとは…
全国から約1万人の選手団を迎え、岐阜県で来年10月に開催するス
ポーツ、文化、健康と福祉の祭典です。あらゆる世代の人たちが楽しみ、
交流を深めることができます。

情報ボックス アイコン
説 明

その他催 し 募 集 資格・研修

県広報は県公式ウェブサイト、広報紙ポータルサイト「マイ広報
紙」・「岐阜イーブックス」、広報紙アプリ「マチイロ」でも公開中！
※掲載している二次元コードは、スマートフォンの機種やアプ
リなどによって、読み込めない場合があります



窓口だより窓口だより

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
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11月  2日（月）	町（県）民税 ３期分
	 国民健康保険税 ６期分
	 後期高齢者医療保険料 ４期分

11月30日（月）	国民健康保険税 ７期分
	 後期高齢者医療保険料 ５期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

地　区 氏 　 名 年齢

表 山 根 尾 か ね 94

房 島 ６ 区 林 　 清 藏 99

下 新 町 宇佐美　みさ 96

小 谷 増 田 雪 子 75

新 栄 町 遠 藤 富 子 84

溝 口 松 波 久 子 80

浜 里 団 地 橋 場 史 子 87

溝 尻 衣　斐　かずみ 92

上 野 瀬 川 皇 江 66

黒 田 岩 井 正 夫 88

谷 汲 神 原 古 野 利 正 89

春 日 小 宮 神 藤 原 藤 七 86

東 津 汲 桑 原 正 雄 84

外 津 汲 小 林 玲 子 91

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

極 楽 寺 森
もり
　本

もと
　日

ひ
菜
な
乃
の

大 地 はるな

表 山 小
こ
西
にし

莉
り
瑚
こ

智 哉 万 実

房 島 １ 区 髙
たか

野
の
桃
もも

華
か

悟 祐 子

浜 里 団 地 駒
こま

月
つき

楓
ふう

來
な

了 里 絵

上 東 野 粟
あわ

野
の
　 華

はんな
和 也 葵

市 場 武
む
藤
とう

杏
あん

奈
な

尚 城 綾

市 場 御
み
田
た
村
むら
　春

は
　瑠

る
和 宏 美 帆

谷 汲 岐 礼 鳥
とり

越
ごえ

美
み
結
ゆ

力 也 まゆみ

東 津 汲 中
なか

井
い

健
けん

翔
と

勝 也 あかね

夫 妻

岩 間 　 誠（北新町） 川 瀬 初 美（大垣市）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 20,561（�－ 11） 9,884 10,677 7,976（� 2）

揖斐川地域 15,494（� － 2） 7,493 8,001 5,756 （� 2）

谷 汲地域 2,851（� － 4） 1,360 1,491 1,104 （� 1）

春 日地域 860（� － 4） 412 448 438 （�  － 1）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 818（� － 3） 369 449 364 （�  － 2）

藤橋地域 208（� － 1） 104 104 130 （� 0）

坂 内地域 330（� 3） 146 184 184 （� 2）
出生 12人 /死亡 25人 /転入等 41人 /転出等 39人

〈令和 2年 10月 1日現在〉

Population人口

納期限納期限ののお知らせお知らせ

令和２年９月届出分

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

出生　お誕生おめでとう Birth

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

11月11日から17日は
「税を考える週間」です

テーマテーマ
くらしを支える税くらしを支える税

　国税庁では、毎年11月11日から17日を「税を考える
週間」として、国税庁ホームページで様々な情報を提供
しています。
　私たちのくらしを支える税について、ぜひこの機会に
考えてみてください。

詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。
https://www.nta.go.jp
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揖斐川町役場  未来戦略室　 ℡　22-2111( 内線 151)

大学生等を

応援します。
揖斐川町大学生等奨学金利用者給付金

大学等に在籍し、 貸与型奨学金を利用している方に対し、

給付金を支給します。

揖斐川町出身大学生等応援事業
親元を離れて生活する大学生等の皆さんへ、 応援の気持ちを込めて、 揖斐川町の特産品をお贈りします。

詳しくは、担当課にお問い合せいただくか、町のホームページをご覧ください。

揖斐川町教育委員会　教育振興課　 ℡　22-2111( 内線 453)

1．29 金 まで

期限延長！！揖斐川町出身の

1．29 金 まで

お申込み忘れは、 ありませんか︖

写真お見合い会第 1回
思わぬ出会いが、そこにある。

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止、
　悪天候等により延期または中止する場合
　があります。あらかじめご了承ください。

対象者 20歳以上の独身者
※幅広い年齢層の方のご参加をお待ちしています。

参加費 無料
お問い合せ

プロフィールカード
提出

エントリー

11/6
まで

提出
期限 金

お見合いの
実施

マッチング
された方

後日
・プロフィールカードを作成
・郵送／メール／持参で提出

・婚活相談員が
   お二人の日程調整
・お見合いの実施※プロフィールカードは１年間

有効です。期限後も随時受け
付けます。

男
性

・プロフィールカードを閲覧
・会ってみたい人を選定
※大勢の接触はありませんので、
パーティーイベントが苦手な方も、
お気軽にご参加ください。
・14:00-16:00 は通常の男性向け
婚活相談を開催します。

女
性

写
真
お
見
合
い
会
の
流
れ

対
象
者
※日本国内の大学、大学院、短期大学、専修学校の学生【高校生を除く】
※揖斐川町に住民登録がある方でも、町外に居住する証明（アパート賃貸契約など）があればOKです。

揖斐川町外に住む

学生の皆さま[              ]H2.4.2 ～
H14.4.1 生まれ

※保護者が揖斐川町内に住む方

メール申請OK

男  

女

第1回
写真お見合い会

開催

11/15
11:00-14:00
揖斐川町役場にて

日

素敵な出会いのきっかけに、「写真お見合い会」はいかがでしょうか？
揖斐川町の結婚相談所「恋のかけ橋ルーム」では、写真お見合い会を開催します！

男性参加者に、プロフィールカードを提出していただき、
女性参加者にその中から会ってみたいお相手を見つけて
いただくお見合い会です。
大多数の方と接触するものではありませんので、安心し
てご参加ください。

写真お見合い会とは？

男
性

コロナに
負けるな

婚 活
イベント参加者

募集

新型コロナウィルス感染症の影響により、
経済的な影響が顕著となる社会情勢の中、
学生の皆さんが、笑顔で充実した生活を
続けられることを願い、ふるさととして
応援します。

揖斐川町恋のかけ橋ルーム


